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Ⅰ．水防災意識社会 再構築ビジョンの概要



水防災意識社会再構築ビジョン

関東・東北豪雨を踏まえ、新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」として、全ての直轄河川とその沿川市町村
（109水系、730市町村）において、平成32年度目途に水防災意識社会を再構築する取組を行う。

＜ソフト対策＞・住民が自らリスクを察知し主体的に避難できるよう、より実効性のある「住民目線のソフト対策」へ転換し、
平成28年出水期までを目途に重点的に実施。

＜ハード対策＞・「洪水氾濫を未然に防ぐ対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する
「危機管理型ハード対策」を導入し、平成32年度を目途に実施。

排水門

主な対策 各地域において、河川管理者・都道府県・市町村等からなる協議会等を新たに設置して
減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進する。

A市

B市

C町

D市

対策済みの堤防

氾濫ブロック
家屋倒壊等氾濫想定区域※

＜危機管理型ハード対策＞＜危機管理型ハード対策＞

○越水等が発生した場合でも決壊までの時間を
少しでも引き延ばすよう堤防構造を工夫する
対策の推進

天端のアスファルト等が、
越水による侵食から堤体を保護
（鳴瀬川水系吉田川、

平成27年9月関東・東北豪雨）

＜被害軽減を図るための堤防構造の工夫（対策例）＞

＜住民目線のソフト対策＞

○住民等の行動につながるリスク情
報の周知

・立ち退き避難が必要な家屋倒壊等氾濫想
定区域等の公表

・住民のとるべき行動を分かりやすく示した
ハザードマップへの改良

・不動産関連事業者への説明会の開催

○事前の行動計画作成、訓練の促
進

・タイムラインの策定

○避難行動のきっかけとなる情報を
リアルタイムで提供

・水位計やライブカメラの設置

・スマホ等によるプッシュ型の洪水予報等
の提供

＜洪水氾濫を未然に防ぐ対策＞

○優先的に整備が必要な区間において、堤
防のかさ上げや浸透対策などを実施

横断図

※ 家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に伴
う激しい氾濫流や河岸侵食が発生することが想
定される区域
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Ⅱ．現状の取組

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組
３．社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用等の強化の取組



● 課題等
・想定最大規模降雨等による洪水の浸水想定区域を指定しているものの、住民等への周知・教育・訓練が不十分で、堤防が決壊した場合
の状況や防災情報の持つ意味について十分理解されていない など 5

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（１）平時から住民等へ避難行動のための周知・教育・訓練に関する事項

『想定最大規模降雨等による洪水を対象とした浸水想定区域の指定及び浸水シミュレーションの公表』、『家屋倒壊等氾濫想定区域の公
表』 、『洪水ハザードマップの作成』、『まるごとまちごとハザードマップの作成と周知』、『住民等が避難行動を行うためのセミナー
等の開催及び重要水防箇所等についての共同点検』、『効果的な水防災意識社会再構築に役立つ広報や資料を作成』、『地域の寄り合い、
各種団体の研修会、小中学校等における水防災意識社会再構築ビジョンに関する教育・訓練を実施』、『住民の避難行動を促し、迅速な水
防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信』、『長安口ダム操作に関する関係
機関等への周知』

○ 現状
・浸水想定区域を指定している
・洪水ハザードマップの作成・支援している
・まるごとまちごとハザードマップの作成と住民への周知を実施している
・重要水防箇所等共同点検を実施している
・パンフレット・イベント・ｗｅｂ等を活用した水災害広報を実施している

など

出水パンフレットまるごとまちごとハザードマップ設置状況



● 課題等
・住民等が避難行動を決断するために必要な浸水シミュレーション等の情報が十分に発信されていない
・要配慮者利用施設と連携し、想定最大規模降雨等により発生する洪水に対応できる避難確保計画等を地域防災計画に位置付ける必要がある
・想定最大規模降雨等により発生する洪水に対するタイムラインが作成されていない など 6

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組

（２）情報伝達、避難計画等に関する事項
『氾濫が発生した場合、浸水区域となる地区名まで表示した洪水予報文の改良及び洪水予報文等の伝達等』、『想定最大規模降雨等に伴う洪水を対象とした浸水想定区

域の指定及び浸水シミュレーションの公表』、『家屋倒壊等氾濫想定区域の公表』 、『住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等
を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信』、『洪水時における迅速かつ的確な情報提供等』、『避難勧告等の発令基準の作成検討 』

○ 現状
・洪水予報文の改良及び洪水予報文作成訓練及び洪水予報文等の伝達を実施している
・浸水想定区域を指定している
・ライブ映像・メール配信サービス・ケーブルテレビ配信等を活用した情報を発信している
・ｗｅｂ・報道機関・防災行政無線等を活用した情報を発信している
・災害発生のおそれがある場合には関係市町にホットライン等により情報提供している
・災害発生のおそれがある場合には関係市町にリエゾン等による情報収集及び情報提供している
・タイムライン等による避難勧告等発令基準を作成支援している
・タイムラインや市町の地域防災計画等に避難勧告等発令基準を明記している

など

リエゾンによる自治体からの
情報収集状況（阿南市提供）

避難準備情報等の発令フロー



● 課題等
・無堤地区の存在、有堤地区においても洪水時に漏水が発生する箇所の存在、洪水により堤防を越水する可能性がある箇所の存在を考慮すると洪水
による氾濫のおそれがあり、円滑かつ迅速な避難に資する施設整備が必要である

・長安口ダムの洪水調節機能向上を図る必要がある
など 7

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組

○ 現状
・堤防整備、浸透等に対する堤防質的強化対策を実施している
・長安口ダム改造、長安口ダム堆砂対策を実施している
・重要水防箇所等の監視を踏まえたＣＣＴＶカメラ等を設置・更新している

など

上老松地区

段階的な嵩上げイメージ

山鳥坂ダムの建設
・堆砂除去イ
メージ図に差し
替え

・写真は堆砂
除去

（３）円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項
『住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信』、
『円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備』、『水位計・ＣＣＴＶ等の整備』



● 課題等
・河川管理者は、洪水時にリスクの高い箇所として重要水防箇所を設定後、水防団等と共有し、出水期前の巡視・点検などを実施しているが、より的確
に水防活動が行われるよう、迅速かつ正確な洪水時の情報共有が必要である

・水防活動に従事する水防団等の安全確保が必要である
など 8

２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の
取組

○ 現状
・水防団等との連絡体制の再確認と情報共有等を実施している
・重要水防箇所の精査・見直しを実施している
・自主防災組織・水防団等を対象に、水防工法の訓練を実施している
・水防資機材を河川防災ステーション・水防倉庫等に配置している

など

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
『連絡体制の確認と情報共有の強化』、『重要水防箇所等について水防団等と共同点検』、『水防団の円滑な水防活動を支援するため重要水
防箇所の精査・見直し』、 『自主防災組織等の水防活動への参画を促進し、関係機関が連携した水防訓練の実施』、『円滑かつ迅速な避
難に資する施設（ハード）整備』、『住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイム
の情報提供やプッシュ型情報の発信』、『河川水位等に係る情報提供』、『水防資機材の整備』

那賀川重要水防箇所

那賀川・桑野川の備蓄資材配置図（直轄）
「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分1地形図、5万分1地形図を複製したものである。
（承認番号 平25四複、第29号）」

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分1地形図、5万分1地形図を複製したものである。
（承認番号 平25四複、第29号）」



● 課題等
●住民等が避難行動を決断するために必要な浸水シミュレーション等の情報が十分に発信されていない
●大規模工場等の自衛水防に係る取組が十分でない など 9

２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の
取り組み

○ 現状
・ライブ映像・メール配信サービス・ケーブルテレビ配信等を活用した情報を発信している
・web・報道機関・防災行政無線等を活用した情報を発信している
・防災行政無線、登録制メール、web、災害時情報共有システム、ケーブルテレビ自主放送チャンネル等を活用している
・出前講座等を利用し大規模工場等へ浸水リスクの説明及び水害対策を啓発している
・浸水想定区域の指定
・浸水シミュレーションの公表 など

（２）要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項
『住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発
信』、『大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動及び支援』

企業等を対象とした浸水リスク等の出前講座 那賀川浸水想定区域 想定最大規模



● 課題等
・排水施設、排水ポンプ車の点検、訓練を実施しているが、大規模氾濫後の排水計画が未作成であるとともに、他地整等から支援されるポンプ車等
資機材の受援計画が未作成である

・堤防整備に伴い、内水被害の発生が懸念される など

10

３．社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用等の強化の
取組

○ 現状
・排水施設等の点検及び訓練を実施している
・排水施設等の操作及び運用を実施している

など

排水ポンプ車訓練実施状況

『排水施設、排水資機材の操作・運用等』

排水機場ポンプ点検状況
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Ⅲ．減災のための目標



減災のための目標

■５年間で達成すべき目標

浸水想定区域には阿南市の中心市街地や、高輝度のLED等で世界一の生産を誇る企業等が立

地する地域が存在し、ひとたび氾濫すれば広範囲に拡大する特性より、甚大な人的被害や、交
通途絶による経済的被害等が想定されることを踏まえ、大規模水害※１に対し、「逃げ遅れゼロ※

２」や「社会経済被害の最小化」を目指します。

※那賀川上流部の年間降雨量は3,400mm（1972年～2001年の平均値）且つ、下流域は計画高水位が地盤より高いため
堤防が決壊すると浸水域が広がり甚大な被害が発生する。
併せて那賀川河口域では主に化学工業製品のLED高輝度が世界生産の約20％で世界一、蛍光体についても世界生産の
約25％で世界一を誇っており交通網が途絶すれば甚大な経済被害が発生する。（平成２５年度調査）

※１大規模水害・・・想定最大規模降雨による水害を対象とする。
※２逃げ遅れゼロ・・・ハード対策、ソフト対策を実施することによって、洪水に対して安全な場所へ逃げ切ることが
できる状態。

■目標達成に向けた３本柱の取組
河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の取組を実施。

（１）円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（２）洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
（３）社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用等の強化

12
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Ⅳ．概ね５年で実施する取組（案）

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組
３．社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用等の強化の取組



概ね５年で実施する取組（案）

１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（１）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

①想定最大規模降雨等による洪水を対象とした浸水想定区域の指定及び浸
水シミュレーションの公表

②想定最大規模降雨による洪水を対象とした家屋倒壊等氾濫想定区域の公
表

③想定最大規模降雨等による洪水を対象とした洪水ハザードマップの作成
④まるごとまちごとハザードマップの作成と周知
⑤住民等が避難行動を行うためのセミナー等の開催及び重要水防箇所等につ
いての共同点検

⑥効果的な水防災意識社会再構築に役立つ広報や資料を作成
⑦地域の寄り合い、各種団体の研修会、小中学校等における水防災意識社会
再構築ビジョンに関する教育・訓練を実施

⑧住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等
を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信

⑨長安口ダム操作に関する関係機関等への周知

（２）情報伝達、避難計画等に関する事項
①想定最大規模降雨等による洪水を対象とした避難勧告に着目したタイムライ
ンの作成及び改訂

②氾濫が発生した場合、浸水区域となる地区名 まで表示した洪水予報文の改
良及び洪水予報文等の伝達等

③想定最大規模降雨等による洪水を対象とした浸水想定区域の指定及び浸水
シミュレーションの公表

④想定最大規模降雨による洪水を対象とした家屋倒壊等氾濫想定区域等の
公表

⑤想定最大規模降雨等による洪水を対象とした広域避難計画の作成及び支援、
避難場所の設定

⑥住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等
を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信

⑦洪水時における迅速かつ的確な情報提供等
⑧避難勧告等の発令基準の作成検討

（３）円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項
①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等

を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信
②円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備
③水位計・ＣＣＴＶ等の整備

２．洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のた
めの水防活動等の取組
（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

①連絡体制の確認と情報共有の強化
②重要水防箇所等について水防団等と共同点検
③水防団の円滑な水防活動を支援するため重要水防箇所の精査・見直し
④自主防災組織等の水防活動への参画を促進し、関係機関が連携した水
防訓練の実施

⑤円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備
⑥住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマート
フォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信

⑦河川水位等に掛かる情報提供
⑧水防資機材の整備

（２）要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関
する事項

①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォ
ン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信

②要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・支援及び訓練の促進
③大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動及び支援
④行政機関、災害拠点病院等の水害時の対応を検討

３．社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運
用の強化の取組
①氾濫水を迅速に排除するため、排水施設情報の共有・排水手法等の検 討を行

い、想定最大規模降雨等により発生する洪水の氾濫を想定した排水計画の作
成

②排水施設、排水資機材の操作・運用等
③長安口ダムの危機管理型運用方法の可能性検討
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１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（１）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

■ 取組（案）
①想定最大規模降雨等による洪水を対象とした浸水想定区域の指定及び浸水シミュレーションの公表【徳島県、四国地整 】

②想定最大規模降雨による洪水を対象とした家屋倒壊等氾濫想定区域の公表【徳島県、四国地整 】

③想定最大規模降雨等による洪水を対象とした洪水ハザードマップの作成【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整 】

④まるごとまちごとハザードマップの作成と周知【阿南市、那賀町】

⑤住民等が避難行動を行うためのセミナー等の開催及び重要水防箇所等についての共同点検【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】

⑥効果的な水防災意識社会再構築に役立つ広報や資料を作成【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、気象台、四国地整】

⑦地域の寄り合い、各種団体の研修会、小中学校等における水防災意識社会再構築ビジョンに関する教育・訓練を実施【阿南市、小松島市、
那賀町、徳島県、気象台、四国地整】

⑧住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信
【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、気象台、四国地整】

⑨長安口ダム操作に関する関係機関等への周知【阿南市、那賀町、徳島県、気象台、四国地整】

水防連絡会を利用したセミナー 自主防災組織に対する防災教育 15洪水ハザードマップ
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１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（２）情報伝達、避難計画等に関する事項

■ 取組（案）
①想定最大規模降雨等による洪水を対象とした避難勧告に着目したタイムラインの作成及び改訂 【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、気象台、

四国地整】

②氾濫が発生した場合、浸水区域となる地区名まで表示した洪水予報文の改良及び洪水予報文等の伝達等【徳島県、気象台、四国地整】

③想定最大規模降雨等による洪水を対象とした浸水想定区域の指定及び浸水シミュレーションの公表【徳島県、四国地整】

④想定最大規模降雨による洪水を対象とした家屋倒壊等氾濫想定区域の公表【徳島県、四国地整】

⑤想定最大規模降雨等による洪水を対象とした広域避難計画の作成及び支援、避難場所の設定【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】

⑥住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信
【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、気象台、四国地整】

⑦洪水時における迅速かつ的確な情報提供等【阿南市、那賀町、徳島県、四国地整】

⑧避難勧告等の発令基準の作成検討【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、 気象台、四国地整】

タイムラインの作成及び改訂 浸水シミュレーション 想定最大規模



１．円滑かつ迅速な避難行動のための取組
（３）円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項

■ 取組（案）
①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信

【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、気象台、四国地整】
②円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備等

・堤防整備の実施、浸透等に対する堤防質的強化対策の実施、河道内樹木伐採の実施、河道掘削の実施【徳島県、四国地整】
・長安口ダムの改造、長安口ダムの堆砂対策【四国地整】
・堤防裏法尻の補強、計画高水位を超過した実績がある箇所について対策を検討【四国地整】

③水位計・ＣＣＴＶ等の整備【徳島県、四国地整】
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関係機関が連携した水防訓練の実施水防団、住民との共同点検

２．洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

■ 取組（案）
①連絡体制の確認と情報共有の強化【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】
②重要水防箇所等について水防団等と共同点検【阿南市、那賀町、徳島県、四国地整】
③水防団の円滑な水防活動を支援するため重要水防箇所の精査・見直し【徳島県、四国地整】
④自主防災組織等の水防活動への参画を促進し、関係機関が連携した水防訓練の実施【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】
⑤円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備等

・堤防整備の実施、浸透等に対する堤防質的強化対策の実施、河道内樹木伐採の実施、河道掘削の実施【徳島県、四国地整】
・長安口ダムの改造、長安口ダムの堆砂対策【四国地整】
・堤防裏法尻の補強、計画高水位を超過した実績がある箇所について対策を検討【四国地整】

⑥住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信
【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、気象台、四国地整】

⑦河川水位等に係る情報提供【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】

⑧水防資機材の整備【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】

関係機関が連携した水防訓練の実施徳島県、阿南市、消防署との共同点検を実施
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２．洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
（２）要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項

■ 取組（案）
①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォン等を活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信

【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、気象台、四国地整】
②要配慮者利用施設における避難確保計画の作成・支援及び訓練の促進

【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】
③大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動及び支援【阿南市、小松島市、徳島県、四国地整】

・水防法改正に伴う大規模工場等の基準（用途及び規模）を条例等で制定等
・大規模工場等の避難確保計画作成に向けた支援
・大規模工場等を対象とした自衛水防の支援 など

④行政機関、災害拠点病院等の水害時の対応等を検討【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】

要配慮者の支援対策

出典：阿南市地域防災計画

災害情報メール配信サービス等による啓発
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３．社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用等の強化の取組

■ 取組（案）
①氾濫水を迅速に排除するため、排水施設情報の共有・排水手法等の検討を行い、想定最大規模降雨等により発生する洪水の氾濫を想定した

排水計画の作成【徳島県、四国地整】
②排水施設、排水資機材の操作・運用等【阿南市、小松島市、那賀町、徳島県、四国地整】
③長安口ダムの危機管理型運用方法の可能性検討【四国地整】

■排水ポンプ車の配置実績（参考）

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分1地形図、5万分1地形図を複製したものである。（承認番号 平25四複、第29号）」
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Ⅴ．フォローアップ
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○各機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画、河川整備計画等に反映す
ることなどによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に取り組むことが重要である。

○原則、本協議会を毎年出水期前に開催し、取組の進捗状況を確認し、必要に応じて取組方針を見直すこ
ととする。また、実施した取組についても訓練等を通じて習熟、改善を図るなど、継続的なフォロー
アップを行うこととする。

○なお、今後、全国で作成される他の取組方針の内容や技術開発の動向等を収集した上で、随時、取組方
針を見直すこととする。

フォローアップ


